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筆者は 2016 年 4 月～2017 年 3 月の 1 年間、早稲田中学校・高等学校の協定校である






オーストラリアの日本語教育 Melbourne Grammar School ティーチング・アシスタ




Melbourne Grammar School（以下、MGS）は、1858 年に設立された私立の小中高一貫
校で、ヴィクトリア州内屈指の進学校である。中学・高校は男子校でメルボルンの高級住宅
街と言われているサウスヤラ地区の植物園の向かい側にある。小学校は男女共学で
Grimwade House と言い、中高から 7km 離れたコーフィールド・サウス地区にある。Senior 
School（高校）の生徒数は約 800 名、Wadhurst（中学）は約 350 名で、うち、日本語を勉
強している Senior School の生徒数は約 80 名、Wadhurst は約 70 名である（筆者派遣時）。 
筆者が使用していた職員室は Senior School の LOTE 部門で、日本語の他にラテン語、
フランス語、中国語の教員がおり、室内は様々な言語が飛び交っていた。日本語学科の先
生方について、筆者が派遣された初めの 3 学期間は、Senior School ではオーストラリア
人の先生 2 人が担当されていた。その後はオーストラリア人の学科主任の先生 1 人と、中
国人の先生 1 人となっている。また、Wadhurst では休職中の先生の代わりに、台湾人の
先生が受け持ち、最後の 1 学期間は休職していた日本人の先生が復職された。 
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た。学生の人数・クラス編成は学期ごとに変動があるが、Wadhurst にて 7 年生 2 クラス
と 8 年生 2 クラス、Senior School にて 9 年生 2 クラスと 10 年生 2 クラス、11 年生 1 ク
ラス、12 年生 1 クラスを主に担当した。7 年生は日本で言う中学 1 年生、12 年生は高校 3
年生にあたる。指定教材として、まず Obento Deluxe と Obento Supreme、続いて 11 年





















様々な課外活動を引率したが、モナシュ大学で行い、印象的だった 2 例を挙げる。“Why 





図 1 筆者作成の漢字ポスター 
図 2 和太鼓ワークショップ 
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強を続けることの大切さについて、先生方からお話があった。MGS の 12 年生はほぼ全員日
本語を続けたいと言っているので、高校卒業後もぜひ日本語を勉強してほしい。 
3．VCE 試験と会話練習 
MGS の日本語学科は、日本語でのコミュニケーションを重視している。12 年生は VCE
の会話試験があるので、1 週間に少なくとも 1 回、45 分～80 分間日本語の授業時間外（空





9～11 年生とも、学生 1 人 1 人とのやりとりを大切にし、その時間を私自身も楽しむよう
にしていた。また、話しながら、学生が知らなかった語や表現を日本語と英語でノートに














































































な存在であり、今後も TA と共にコミュニケーション教育を発展させたい考えである。 
5．おわりに 
























（おの もえこ 早稲田大学大学院日本語教育研究科・修士課程修了） 
図 3 Senior School のホール 
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